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ポスター番号 ポスター発表課題名 発表者

1 システム販売における広葉樹専用物件の取組
福島森林管理署　主任森林整備官　佐藤匡

主事（資源活用）　石川喜規

2 大嘗宮施設へのスギ皮付き丸太の販売 天竜森林管理署　森林整備官　服部忠博

3 大江湿原におけるニホンジカ対策―地域協議会と連携した取組―
南会津支署　総括森林整備官　渡辺直也

主任森林整備官　齋藤定三

4 ニホンジカの低密度管理に向けて
赤谷森林ふれあい推進センター　自然再生指導官　玉井宏

日本自然保護協会　松井宏宇

5 高尾小下沢国有林でのニホンジカ進出状況 日本山岳会　高尾の森づくりの会　山崎勇

6
ポリネットで苗木を守れるか？

－農業用包装資材を使った低コスト化の取組－
群馬森林管理署　主任森林整備官　佐藤大

技術普及課　主事　小松玄季

7
棚倉森林管理署管内国有林におけるセンサーカメラを利用したニホンジカ

生息調査の経過報告
棚倉森林管理署　主事　山﨑朱莉

8 赤外線搭載ドローンを活用したニホンジカの生息調査について 山梨森林管理事務所　森林技術指導官　山田真二

9 造林地におけるシカ食害防護柵とくくりわなを併用した捕獲効率の検証 塩那森林管理署　主事　佐藤史佳

10 奥日光地区におけるカラマツ実生群の成因分析
日光森林管理署　主事（管理）　古田貴士

業務グループ　山本要

11 カラマツ低密度植栽試験 群馬森林管理署　森林整備官　小澤一輝

12
ICT技術活用の推進に向けて

UAV飛行によるオルソ画像取得に係るチェックリストの作成について
関東森林管理局　技術普及課　岩田悠里

13 「イヌワシの生息環境を保全するための森林施業」の経過と今後の展望 中越森林管理署　森林技術指導官　本田誠

14 山岳湖沼の食物網と陸上生態系の結びつき
山梨大学大学院　山岳科学特別教育プログラム

准教授　岩田智也

15 平成30年3月豪雨災害（大日沢）における復旧について 静岡森林管理署　主事　伊藤彰伸

16
森林放射性物質汚染対策センターの取組

～旧避難指示区域における林業再生のための実証事業を中心として～
森林放射性物質汚染対策センター　除染専門官　髙鷲淳一

事業第一係長　佐藤誠司

17
造林の低コスト化に向けた取組について

～若手職員による下刈り作業を省力化した造林地の検証～　その後
白河支署　総括森林整備官　山浦洋治

18
小笠原諸島世界自然遺産地域における外来種駆除後の

天然更新補助作業の取組のその後
小笠原諸島森林生態系保全センター　専門官　角﨑和夫

19 早生樹「コウヨウザン」の普及に向けた取組について
利根沼田森林管理署　森林技術普及専門官　竹之内政勝
群馬県林業試験場　森林科学係　独立研究員　中村博一

20
技術開発課題「クマ剥ぎ被害箇所でのヒノキアスナロ複層林への誘導」

4年目時点での報告
下越森林管理署　主事　山名一得

21
ダケカンバの時空間的集団遺伝動態の歴史の推定
－亜高山帯林における気候変動の影響予測－

筑波大学　　山岳科学センター菅平高原実験所
准教授　津田吉晃

22
みなかみユネスコエコパーク（ＢＲ）の取組

～自然と人の調和と共生を実現するモデル地域として～
みなかみ町　エコパーク推進課　課長　髙田悟

令和元年度　関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会　ポスター発表一覧
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システム販売における広葉樹専用物件の取組

■目的
家具やフローリングなどに国産広葉樹が需要が高まってきている

1) 針葉樹と分けて販売し、広葉樹だけが欲しい需要者を期待（新しい販路の開拓）

2) 広葉樹低質材に付加価値（広葉樹の利用拡大、産物収入の増加）

◆背景
森林の公益的機能の維持増進のため、森林整備で発生した

間伐等は、一般材と低質材に分けれ販売

福島森林管理署 業務グループ 佐藤 匡
石川 喜規

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

一般材 → 製材、合板等
（A、B材）

森林整備
（間伐等）

低質材 → 木材チップ

丸太

（C、D材）

広葉樹材は人工林の森林整備
で発生する副産物

その中で、低質材のシステム販売は
・大半が針葉樹低質材 ・広葉樹は針葉樹と同じ物件

▲広葉樹材の可能性
人工林の中に混交して生育する広葉樹は、アカマツ林や

カラマツ林に多くある

これらの人工林は主伐期を迎えた林分が当初管内では、

４割以上と森林資源は成熟してきている

アカマツ林の中の広葉樹
平成29年度にカラマツ林
から出材した広葉樹低質材

製材できる丸太
もあるかも！？

●広葉樹専用物件の実施
１）平成３０年度システム販売2次募集

低質材広葉樹 長さ２ｍ 1,000㎥

２）協定者（地元の事業者）の企画提案概要

３）平成３０年度の販売結果

予定数量1,000㎥に対し、３９９㎥（約４割）

・広葉樹が欲しい事業者の意欲的な参入

・針葉樹と分けたことで、単価３０％アップ

６月第二次募集開始、３者の応募

７月協定者決定 その結果・・・

日刊木材新聞に取り上げられる

出典：日刊木材新聞
平成30年5月9日

ニーズに対応した選別・供給で
原木の付加価値の向上を図る

チップ用材は
宮城県のチップ工場

製材可能な材は、
県内いわき市の
フローリング工場

樹材種 材積（㎥）

資材量 広葉樹（立木） １，１９５

販売量

一般材 ７

低質材（Ｃ材） ２ｍ ３９９

低質材（Ｄ材） 端材 １７７

合 計 ５８４
３８㎥

フローリング用材

約１割

平成３０年度 広葉樹材の資材・販売量

原板に製材（製材所）

乾燥
加工
塗装

４～５か月

製品（フローリング工場）

◇フローリング用材向けの課題

◎今後の展望

カビ、乾燥割れを防ぐため、伐採は10月以降の冬期伐採

選別は素材生産事業者では判断が難しく、チップ工場等
では手間のため、あまり取り組まれていない

原板を製材する技術を有する製材所の育成が必要

用材の選別（チップ工場）

１）公売での販売（３月入札予定）
公売で広葉樹低質材がどの程度の需要と価格で評価されるか確かめ、より良い販売方法を検討していく
１）公売での販売（３月入札予定）
公売で広葉樹低質材がどの程度の需要と価格で評価されるか確かめ、より良い販売方法を検討していく

２）市場機能の活用（委託販売）
木材の販売には一定量のまとまりが求められるなか、市場の集約・選別・販売の機能を利用することで、
さらなる価格の向上と国産広葉樹の流通拡大つなげたい

２）市場機能の活用（委託販売）
木材の販売には一定量のまとまりが求められるなか、市場の集約・選別・販売の機能を利用することで、
さらなる価格の向上と国産広葉樹の流通拡大つなげたい

販売された広葉樹低質材のフローリング製品までの流れ

販売するには数量のまとまりが必要 → 広葉樹低質材

公売予定物件（低質材Ｌ）
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ボランティアによる
柵設置区間（1,250ｍ）

防鹿柵総延長3,５５０m

尾瀬 大江湿原における防鹿柵の設置
会津森林管理署南会津支署

総括森林整備官 渡辺 直也
主任森林整備官 齋藤 定三

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

防鹿柵設置の取組の結果
●湿原内のニッコウキスゲの食害は確認されていない。（H31・R1環境省調査）

●開花に回復傾向が見られた。
●令和元年は近年で最も開花状況が良く地元関係者から評価を受けた。
●協議会・ボランティアの参加により経費の削減やシカ被害の周知につ
ながった。

【※南会津尾瀬ニホンジカ対策協議会】福島県南会津地方振興局（事務局）、檜枝岐村、南会津町、福島県猟友会会津支部、尾瀬檜枝岐温泉観光協
会、(公財)尾瀬保護財団、尾瀬山小屋組合、環境省関東地方環境事務所檜枝岐自然保護官事務所、会津森林管理署南会津支署（オブザーバー）

湿原内への侵入防止効果（環境省ライトセンサス結果から）
５～６月：31頭（平成24年）→14頭（平成28年） ※柵設置完了前
７～８月：10頭（平成24年）→２頭（平成28年） ※柵設置完了後
防鹿柵があることをシカが認識し、近づかなくなったためと考えられる。

実施方法の改善
●請負事業体への早期発注
●雪解けから防鹿柵設置までを短期間で
●門扉、グレーチング、水辺のネット設置
●倒木、動物等による柵の破損の見回り

実施箇所

大江湿原
約３０ha

尾瀬沼

今後の課題
●地域の関係者・ボランティア等による継続的な事業実施
●普及啓発
●捕獲の強化
●モニタリングの継続

ボランティア参加
南会津尾瀬ニホンジカ対策協議会（※）の活動として
協議会メンバー及び一般ボランティア参加により柵の
一部の設置・撤去活動を実施。
平成29年度：約40名 設置80m
平成30年度：約80名 設置撤去８00m
令和元年度：約90名 設置撤去1,250m

経過
地元から植生保護の要望を受け、防鹿柵を春5月頃か
ら秋10月中旬ごろまで湿原の周囲約3,550mに設置。

平成25年度：資材運搬、設置試験
平成26年度：設置開始3,470m
平成29年度：追加設置80m、センサーカメラ設置開始
平成30年度：センサーカメラ設置箇所追加
令和元年度：門扉設置

目的
尾瀬国立公園の福島県側にある大江湿原で深刻化している、ニッコウキスゲをはじめと
した湿原植物のニホンジカによる食害を防ぎ植生の回復を図る。

【令和元年7月のニッコウキスゲ開花状況】

【協議会・ボランティア参加者】

【ボランティアによる設置】

【防鹿柵の設置状況】
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２．赤谷の森のニホンジカの現状評価
・赤谷の森において1978年頃にはニホンジカの分布は確認されず、約15年前から確認されるようになっています。（縄文時代には生息;Tsujino et al(2010)）

・2008年以降約10年間で出現地点数は最大14倍、撮影頻度も約21倍と増加傾向。（図１ a･b）
・一方現時点では、ニホンジカが植物群落へ与える影響は少なく、現状での森の生態系は比較的健全と判定されています。（図2 a･b）

１．背景と目的
・ニホンジカは分布域を急速に拡大し、過剰な摂食によって、林床植生や森林が衰退し、土砂崩れがおきるなど生態系だけでなく私たちの暮らしにも大きな影響
を及ぼしています。
・ニホンジカによる摂食被害が大きくなってから対策を行っても回復は困難とされますが、従来は被害が大きくならないと対策を実行できませんでした。
・一方赤谷プロジェクトでは、ニホンジカの低密度管理の実現に向けて現在モニタリングを進めていますが、今後は低密度でも効率的・効果的な捕獲ができる
「捕獲技術」と顕著な被害が出ていない中で、だれが資金を出し、捕獲を進めるかという「資金・体制づくり」の大きく２つの課題があります。

→ 群馬県みなかみ町に位置する１万haの国有林「赤谷の森」で、ニホンジカの摂食被害が少ない段階で管理手法の検討を進めている事例を紹介します。

図１．カメラトラップ５１地点におけるニホンジカの出現地点数と稼働台数に対する
出現割合（a）と撮影頻度(b)

b)ニホンジカの摂食による許容限界a)出現地点と稼働台数に対する出現地点数の割合 b)撮影頻度（100日当たりの撮影個体数）

玉井 宏（関東森林管理局赤谷森林ふれあい推進センター）
松井宏宇（公益財団法人 日本自然保護協会・赤谷プロジェクト総合事務局）

a)ニホンジカの摂食による植生への影響

図2． カメラトラップ５１地点におけるニホンジカの摂食による植生への影響
(a)と許容限界(b)（201９年度簡易モニタリングに基づく）

4．資金・体制づくりに向けて
・猟友会、行政（町・県・林野庁）、地域住民、NGO、専門家などの関係者で構成される意見交換会を2014年度より赤谷プロジェクトで実施しています。
・互いの課題の共有や現状の確認などを実施しつつ、猟友会の方々に昨年度は捕獲試験にもご協力いただき、少しずつ理解が広がっています。

ニホンジカの低密度管理に向けて

5．今後に向けて
・今回の捕獲試験では、低密度であっても誘引餌材を用いることで、効率の良い捕獲をできることが確認されました。一方、罠の設置によりニホンジカが警戒
したため、出現数の減少が見られました。出現数は捕獲効率に大きく影響するため、罠を長期間現地に未稼働状態で慣らすことや捕獲時期の検討により優位性
の検証が必要かと考えています。
・ニホンジカは年間1.2倍ずつ増えていく中、地元猟友会や関係者との意見交換・交流を通じて体制づくりに取り組むとともに、低密度下での管理手法につい
て今後も知見を重ねていきます。
・８年間にわたり行ってきた赤谷プロジェクトのニホンジカ低密度管理への取り組み、全国のニホンジカ被害に憂慮されている地域の指標となるべく新しい技
術の開発にこれからも取り組んでいきます。（詳細な情報は事務局で提供しています）

罠の捕獲に当たっては、群馬県林業試験場主席研究員坂庭浩之氏並びに株式会社三生のご協力のもと得られた成果です。

写真１．鉱塩に誘引されるシカ 図３．時間帯別の出現量

写真３．箱罠写真２．林内設置型囲い罠

写真４．くくり罠

＜参考＞ 赤谷プロジェクトとは
群馬県利根郡みなかみ町新治地区の国有林「赤
谷の森」（約１万ヘクタール）において、「生
物多様性の復元」と「持続的な地域づくり」を
目指し、赤谷プロジェクト地域協議会、林野庁
関東森林管理局、公益財団法人日本自然保護協
会が協働管理する取り組み（2004年～）

３．捕獲技術の検討
（1）誘引技術の検討

低密度下では、ニホンジカとの遭遇の可能性が低いことを考慮して、誘引（おびき寄せ）
による捕獲が重要と考えられます。赤谷プロジェクトでは、鉱塩※１の誘引効果（写真１）が
高いことを検証し、これを採用しています。なお、鉱塩はカモシカを誘引するケースがあり、
錯誤捕獲を避けるための配慮が必要です。（※１ 家畜や飼育動物に与えられる固形飼料。食塩をはじめとす

るミネラルを糖蜜などに混ぜて成型したものが多い。商標名。ミネラルブロック。）

（２）銃による捕獲技術の検討（昼間）
2017年度は、鉱塩により誘引し、試験的にシャープシューティング※２ を４日間実施しま

したが、期間中ニホンジカに遭遇できず捕獲には至りませんでした。これは、日中の出現数
（図３）が圧倒的に少ないことが影響したものと思われます。（※２ 高い技能を持った射手が一度に

「全頭」狙撃可能な場合にのみ狙撃し、狙撃ミスによって学習したスレジカ（警戒したニホンジカ）を生ませない手法。）

（３）罠による捕獲技術の検討
2018年度は、夜間も捕獲の可能な林内設置型囲い罠（写真２）と箱罠（写真３）、くく

り罠（写真４）の３種の罠による捕獲を実施しました。
いずれの罠も罠を設置する前から鉱塩による誘引を行いました。林内設置型囲い罠（１

機）及び箱罠（１機）については、設置後からニホンジカが罠を警戒したためか出現がなく
捕獲に至りませんでした。一方、くくり罠は、設置後もニホンジカの出現があり、13日間
（４～６機）の稼働で、1頭のオスジカを捕獲することができました。（くくり罠は、罠の
稼働加重を変えられ小型動物（キツネ、ウサギ等）の錯誤捕獲を防げる(株)三生製のスパー
マグナムを使用しました。また、大型動物（クマ、カモシカ等）の錯誤捕獲を避けるため、
獣道から離した場所に罠を仕掛けました。）

また、2019年度はくくり罠を41日間13機稼働し、ニホンジカのオス2頭、メス1頭を捕獲しました。これは短い期間・少
ない罠数によるもので、調査努力量に対しての捕獲効率は高い結果だと考えています。なお、 2019 年度の捕獲効率を図４の
計算式により算出すると、3頭÷40晩×13機×100 ≑ 0.58頭/100TN（100TNは1機100晩当たりの捕獲頭数）となり、ニホンジカの
高密度下で行われた利根沼田森林管理署の、14頭÷18晩×100機×100 ≑ 0.78頭/100TNと比較的近い結果となりました。
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初年度の結果

資材＆試験設計
防除資材の選定

課題

目的

農業用梱包資材の有効性を明らかにし、
初期保育期間におけるシカ対策のコスト低減に役立てる

背景
主伐・造林面積の増加
資源を循環して利用するために計画的に再造林を進めていく必要がある

ニホンジカの増加・生息地の拡大
主伐後の再造林にあわせてニホンジカ対策は必須

ニホンジカ対策に必要なコスト

→安価な農業用資材を単木保護資材として使えないか？

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

本課題は、関東森林管理局技術開発課題として設定されており、令和2年度から令和4年度まで技術開発を行います。
登録課題名：農業用包装資材（ポリネット）を用いた単木保護によるシカ被害対策の低コスト化の検証 研究機関：群馬森林管理署

防除効果
シカの食害は受けにくくなるのか？
従来の単木資材と比べて効果は？

導入コスト
haあたりどれほどの資材費になるのか？
設置に必要な労力はどれくらいか？

維持管理コスト
付替えにはどれほどの労力がかかるか？
紫外線や気温差で劣化したりしないか？

苗木の成長への影響
直径・樹高成長は悪くならないか？
苗木はまっすぐ成長するのか？

試験地
群馬県安中市 増田山国有林

林小班：187 へ

標高：550m程度

樹種：スギコンテナ苗

植栽年：2019年春植

地況：南西向き斜面

シカ生息状況：
3.0～5.0頭未満/km2程度
（環境省2015）

対策方法 費用（千円/ha）※ 課題・問題点

防鹿柵 1,279 設置後も定期的な維持管理が必要

単木保護 3,625 導入コストが高い・資材によっては成長阻害がある

忌避剤 146 シカの採食圧が高いと効果が低い
※群馬森林管理署で実施した造林事業での事業費（過去3年間）の平均

高柳敦/西村知記 林業新知識2010.12

・農業用包装資材を用いた防除例
主に冬期のニホンカモシカによる食害の防除が目的。ミカンを入れる

ポリネットを毎年８月下旬に設置し、翌年５月に撤去。
資材が軽く価格が安価(約５円／本)で作業が簡単なことが特徴。

（NPOかもしかの会関西）

試験区設定

各試験区から調査木を50本を選定
→「防除効果」と「苗木の成長への影響」の検証

①
②

③ ④
⑤

試験区位置図

検証方法

150cm程度まで頂端部を保護可能 通気性の良い素材
既製資材よりも安価 量販店等で大量に入手が可能

みかんネット
みかんなどを入れるポリネット
（長さ約50cm）を苗木頂端部に
取り付けて、紙タイで苗木に固定。

資材費：一式約9円

玉ねぎネット
竹杭を苗木の脇に立てて、野菜な
どを入れるポリネット（高さ約
80cm）をパッカーで固定。

資材費：一式約230円

→試験区No.④⑤
※④は毎年付け替え
⑤は最初の2年のみ付け替え

→試験区No.②
※毎年付け替え

みかんネットに防除効果があれば
単木資材と比べ約37％の費用減
玉ねぎネットに防除効果があれば
単木資材と比べ 約29％（耐久性4年の場合）

約15％（耐久性2年の場合）の費用減

条件

候補

試算

調査項目：シカ被害発生の程度
実施時期：R1～R４の下刈終了後
調査対象：試験区No.①～⑤

1試験区あたり50本

調査項目：各資材の購入費用・加工のための功
程・設置時の功程

実施時期：資材の購入時及び資材の設置時

調査項目：苗高・根元径、曲りの程度
実施時期：R1～R4の下刈終了後
調査対象：試験区No.①～⑤

1試験区あたり50本

１．調査項目：各資材の付替功程
実施時期：R2～R4下刈終了後
調査対象：試験区No.②、④

２．調査項目：ポリネットの耐久性
実施時期：設置後～R4
調査対象：試験区No.②、④、⑤

防除効果 導入コスト

苗木の成長への影響 維持管理コスト

以下の区分で調査
a.被害無し
b.枝葉に食痕
c.梢端に食痕
d.枝葉・梢端ともに食痕

以下の区分で調査
a.健全
b.やや曲がり（30°以下）
c.曲がり（60°以下）
d.曲がり（60°以上）

設置功程 資材費 合計
玉ねぎネット 17.7人/ha 285円/本 1,654千円/ha

みかんネット 14.3人/ha 10円/本 543千円/ha

既存資材 26.0人/ha 650円/本 3,262千円/ha

※１ 設置功程及び導入コストは、2,000本/haで算出している
※２ 設置功程には、ネットの加工及び資材運搬に係る人工は含まれていない
※３ 金額に消費税は含んでいない 設置時（6月） 成長期後調査時（11月）

・紫外線により色落ち
↔今のところ強度は変わらない

・動物による引き抜きが発生
苗木ごと引き抜かれる個体も

・枝葉がネットに引っ掛かる
→苗木の成長への影響が懸念される

資材の状況
みかんネット

このままでは
あまりいい方法
ではないかも

設置時（6月） 成長期後調査時（11月）

・紫外線により色落ち
↔今のところ強度は変わらない

・支柱から落ちたネットが多い
→パッカーの強度不足の可能性

・食害は受けていない

玉ねぎネット

改善すれば
もしかしたら

有効な防除方法？

導入コスト

小松 玄季*1 佐藤 大*2 （*1 関東森林管理局技術普及課 *2群馬森林管理署）
ポリネットで苗木を守れるか？―農業用包装資材を使った低コスト防除の取組―

試験区
No. 設置資材 本数

試験計画
R1植栽時 R2 R3 R4

① 既存の
単木保護資材 約200本 設置 ― ― ―

② みかんネット 約200本 設置 付替え 付替え 付替え

③ なし 約200本 ― ― ― ―

④ 玉ねぎネット 約200本 設置 付替え 付替え* 付替え*

⑤ 玉ねぎネット 約200本 設置 付替え ― ―
（注）どの試験区においても、R1～R4まで毎年下刈りを行う
*R3年以降は、50cmネットを追加して計130cmのネットを装着する

防除効果 成長への影響

あり 防除効果 なし なし 成長への影響 あり
a b c d a b c d

本数割合 本数割合
玉ねぎネット 99.0% 0.0% 1.0% 0.0% 52.1% 32.3% 13.5% 2.1%

みかんネット 88.9% 4.4% 4.4% 2.2% 15.6% 17.8% 20.0% 46.7%

既存資材 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9% 2.3% 4.5% 2.3%

無対策 4.1% 55.1% 0.0% 40.8% ― ― ― ―
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棚倉森林管理署管内国有林におけるセンサーカメラを利用した
ニホンジカ生息調査の経過報告

目的
センサーカメラを利用した継続的なモニタリング調査を行うことによって

低密度の段階での生息状況を把握し早期の対策に繋げ、シカ被害の未然防止に資する

背景
現在、当署管内でニホンジカ（以下、シカ）による森林

被害は確認されていないものの、

(1)近年、管内でのシカ目撃情報が相次ぐ

(2)近隣の署管内での生息が確認される

棚倉森林管理署 業務グループ 山﨑 朱莉

(a)調査期間

2018年9月10日から2020年1月9日までの487日間

第一期 2018/9/10~2019/5/31

第二期 2019/6/1~2020/1/９

とする。19は林小班は第二期から調査地に加えた。

(b)試験地選定方法

個体密度調査ではなく、生息状況を把握することが目的

であるため、以下の条件をもとに箇所を選定。

・目撃情報のあった箇所周辺であること

・獣道、もしくは獣道周辺であること

(c)使用機器

LED搭載自動撮影カメラ TREL10J-C (GISupply社製)

(d) 撮影条件

・撮影方法 静止画 ・連続撮影枚数 ２枚

・撮影感度は現地の状況に合わせて設定

試験地

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

結果

↑図１：カメラ位置図

考察・今後の展望

撮影結果は下表のように

なった(表1,表2)。これを散

布図に表したものが右図であ

る(図2,図3)。

シカの繁殖期である9月～

12月初旬に多く撮影され、一

期、二期合計してシカは29頭、

うちメスは7頭撮影された。

27ち林小班では二期続けて

同時期にシカが撮影され、新

しく調査地に加えた19は林小

班では、第二期の中で最も多

くのシカが撮影された。

生息域拡大の
兆候

27ち林小班では2年続けて同時期に同じ場所でシカが撮影された(図２,図3) 。このことから、偶然迷い込んだというわけではな

く、27ち林小班を生息域としていることが考えられる。また、4ほ3林小班においては、第一期、第二期ともにシカは撮影されず、

62ぬ林小班においては第二期のみシカが撮影され、第二期から調査を始めた19は林小班では複数のシカが撮影された(表1,表2)。

これらの事実と図1より、当署と栃木県が接する県境周辺でシカの活動域が拡大しているのではないかと推察される。

今後は、県境周辺を中心に調査地を増やすとともに、近隣の署等と連携していく考えである。また、福島県等では、今年度当該

地域等においてシカの糞塊密度調査を実施していることから、福島県等とも連絡を密にしながら、シカの生息状況を明らかにして

いきたい。

関東局管内トップクラスの事業量を有する当署において、
シカ被害が発生した場合、関東局の業務運営に多大な影
響を及ぼすおそれ

生息調査の実施

↑図3
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第二期シカ撮影データ
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↑図2
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51林班シカ

◆27林班シカ

◆51林班シカ

◆62林班シカ

○メスジカ

福島県東白川郡棚倉町大字戸中字那須道国有林4ほ3林小班

福島県東白川郡棚倉町大字戸中字那須道国有林19は林小班

福島県東白川郡棚倉町大字大梅字久慈川国有林27ち林小班

福島県東白川郡塙町大字真名畑字入山国有林51い林小班

福島県東白川郡矢祭町大字茗荷字入山国有林62ぬ林小班

調査方法

Ｎ

第一期

林小班 シカ （うちメス）

4ほ3 0 (0)

19は - -

27ち 8 (3)

51い 2 (0)

62ぬ 0 (0)

第二期

林小班 シカ （うちメス）

4ほ3 0 (0)

19は 11 (3)

27ち 5 (1)

51い 0 (0)

62ぬ 3 (0)

↓表1 ↓表2
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人間

調査結果

・１回目の調査では、モニター画面でのニホンジカの確認は
行えなかった。

・今後、撮影した画像から調査会社により解析を実施する。

２回目の撮影に向けて

・今回の解析結果を踏まえて、撮影方法等を検討する。

今後の調査に向けて

・センサーカメラ調査の実績、捕獲位置（場所）や頭数等を
含めて分析を行い、より効果的で精度の高い調査としていく。

熱赤外線画像（試験飛行時10：30頃）
・針葉樹は、広葉樹に比べ、樹冠の葉量が
多いことから、ニホンジカの発見が難し
くなりやすい。

・針葉樹の樹冠・岩に日が当たると温度が
上がるので、日中の撮影はさける（朝方
撮影）。

調査個所は、山梨県南巨摩郡南部町上佐野国有林の離陸場所周辺５００ｍ四
方（２５ha）とした。調査は、ワナ捕獲開始前後【２月６日7:00～9：30実
施】とワナ捕獲終了後【３月中旬】の２回を実施。

【区域A】１１１林班（約１９ha）をコース設定により飛行【３回飛行】

現地確認（試験飛行）等によりあらかじめウェイポイントを作成し、コース
設定を行い自動飛行により調査した区域。

【区域B】61・62林班を目視操作により飛行【１回飛行】

１１１林班の対岸で離陸場所から目視操作ができ、かつ、生息が確認しや
すい区域。

【撮影飛行高度】 対地高度７０～８０ｍを目安に飛行

区域B

区域A

今まで実施してきた地上（地点）からのセンサーカメラによる生態調査に加え、

熱赤外線搭載ドローンを活用して、空間的（面）にニホンジカの生息調査を行うことにより、

有害鳥獣捕獲による効果を検証する。

熱赤外線搭載ドローンを活用したニホンジカの生息調査
山梨森林管理事務所
森林技術指導官 山田 真二

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

目 的

調査方法
ニホンジカ生息密度【H25ﾃﾞｰﾀ】は、平成27年に山梨県が
公表した調査結果では高密度エリア【10～20頭/km2】が広
域に及んでいることが明らかになった。

山梨県南巨摩郡南部町の国有林野は、２，０３９haあり、
10～20頭/km2に換算すると約２００～４００頭のニホンジ
カが生息していることとなる。

当所では、平成２９年度から同地区の有害鳥獣捕獲を実施
しており、平成２９年度は１２頭(0.５頭/日)、平成３０年度
は５２頭(1.4頭/日)のニホンジカの捕獲に成功した。

背 景

広葉樹林 広葉樹林 針葉樹林
林道

１回目の調査結果を踏まえて

・ドローンを利用したＩＣＴ技術の活用により、生息調査の
効率化・精度の向上及び効率的な有害鳥獣捕獲の検証を図る。

・センサーカメラの地点観測では、プロットエリアにニホン
ジカが生息していても、映らない場合がある。

・ドローン撮影により、プロットエリア全体の把握を行うこ
とにより的確に生息頭数が確認できる。それにより、効率的
な有害鳥獣捕獲が可能となる。

取組ポイント

使用機種

１ ドローン ＤＪＩ Ｍａｔｒｉｃｅ ２１０ Ｖ２

仕様 ﾌﾗｲﾄ時間：ＸＴ２＋Z3０搭載時 最大２４分

２ カメラ

ア 可視光カメラ Ｚｅｎｍｕｓｅ Z3０

イ 熱赤外線カメラ Ｚｅｎｍｕｓｅ ＸＴ２

仕様 温 度 分 解 能：<５０mK

ビジュアルセンサー：１２MP

フレームレート：３０Hz

右：熱赤外線カメラ

左：可視光カメラ

使用した機材
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背景

試験地

取り組み状況

関東森管理局森林・林業技術等交流発表会 ポスター発表

造林地におけるシカ食害防護柵とくくりわなを併用した捕獲効率の検証

塩那森林管理署 総務グループ主事（管理） 佐藤 史佳

目的

防護柵沿いにシカの踏み跡を確認

→ シカは柵に沿って移動する特性あり？

・ 防護柵とくくりわなを併用した捕獲効率の検証

・ 誘引して捕獲するための最適な誘引剤や誘引剤の配置、

距離などの検証

試験地

栃木県矢板市下伊佐野字タゲ国有林３５６ほ林小班外

標高：６８０ｍ～７３０ｍ

獣害対策：シカ食害防護柵

樹種：３５６ほ林小班
スギ ２年生

（平成２９年度新植）

（１）多くの森林が利用期を迎え、主伐・再造林が進行

当署管内の対策

○ 防護柵（さいねっと）

○ 単木保護（ウッドガードＰＥ）

○ くくりわなに よる有害鳥獣捕獲

✕ 防護柵とわなの併用した対策

課題：シカによる植栽木への食害防除対策

被害軽減に向けたシカ個体数の適正な管理

防護柵によるシカの進入防止

わな捕獲による個体数調整
捕獲効率の向上？

（２）ニホンジカ（以下、シカ）の増加及び生息範囲の

拡大による森林・林業への被害の増加

（１）シカモニタリング調査（実行中）

実際にシカが柵に沿って移動しているか把握

No.25

No.21

No.22

No.23

No.20

No.24

No.19

：センサーカメラ

：沢
：センサーカメラ（対照区）
：シカ柵

図１ センサーカメラ位置図 図２ センサーカメラ

図３－１ 柵沿いを移動するシカ
（No.22で撮影）

図３－２ 柵沿いを移動するシカ
（No.24で撮影）

シカ柵

・ センサーカメラの設置（７台）

・ データ回収（月１回）および集計

（２）防護柵とくくりわなを併用した捕獲効率の検証

防護柵とわなを併用していない箇所と比較

・ わな設置箇所の検討・設置（請負・実行中）
・ 捕獲・頭数などの集計（請負・実行中）
・ 捕獲効率の検証

シカ食害防除対策の一助

※対照区を林道沿い（３５６
に林小班内）に設置

防護柵沿いに設置しているセンサーカメラよりも林道
沿いに設置しているセンサーカメラの方が撮影頻度が
高く、現段階ではシカが柵に沿って移動する特性があ
るかどうかまで確認できていない。

林道沿いでは５箇所わなを設置し３頭捕獲、うち防護
柵近辺で１箇所設置したが捕獲できなかった。

今後の課題

（シカが防護柵に沿って移動するかの検証）

・ シカモニタリング調査（継続）

（捕獲効率の検証）

・ わな設置箇所の検討・設置（継続）

・ 防護柵周辺にわな設置箇所を増加

・ 最適な誘引剤、配置、距離などの検討
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ICT技術活用の推進に向けて―UAV飛行によるオルソ画像取得に係るチェックリスト作成について

背景

目的

方法

調査地

UAV
（無人航空機）

オルソ画像

関東森林管理局 森林整備部 技術普及課 岩田悠里

１．UAVを試験的に自動飛行し、空中写真を取得

２．飛行～オルソ画像作成までのチェックリスト作成

実績をもとに各署におけるUAV運用の促進

林況を広範囲・迅速に把握可能

結果

まとめ
今後の課題・対応

UAV操縦者の育成
UAVによるオルソ画像取得のマニュアル作成・運用
森林管理におけるデジタルデータ活用の検討

（UAVを用いて撮影した写真は報告書等の添付資料として使われる場合が多く、デジ
タルデータとしての活用は進んでいないため。）

群馬県桐生市黒保根町下田沢字麦久保国有林４２２り林小班

使用機体・・・DJI Mavic2 PRO
使用機器・・・iPad
使用ソフトウェア・・・iPad：DJI GS PRO

PC: Metashape、QGIS

計画から解析までのスケジュール

+α 造林地なら… DSM=DEM になる！
＊ DSM・・・数値表層モデル。地物表面の高さを表す

DEM・・・数値標高モデル。地表面の標高を表す

Metashapeで作成したオルソ画像(QGISで表示）

Metashapeで作成した3Dモデル(Metashape上に表示)

Metashapeで作成したDSM

参考：H30国有林における収穫調査等の効率化手法実践体制構築委託事業
http://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/attach/pdf/syuukaku_kourituka-3.pdf
謝辞：本研究にあたって群馬森林管理署の方々に試験地の提供・調査にご協力いただきました。ありがとうございました。

＊オルソ画像・・・空中写真を正射変換して、レンズから対象物までの距離の違いから生じる位置ズレを修正したもの。
＊GIS・・・地理情報システム。地理情報をコンピュータ上で表示・管理・利用・作成・保存するシステム。空間情報を
解析し、土地利用状況や、地形の連続性、ハザード区域（流域情報）などを把握できる。
＊ICT・・・情報通信技術。ここではネットワーク通信による情報・知識の共有に重点を置いている。

空中写真のSfM処理による3Dモデル作成・測量
→レーザー計測と同等の結果を獲得
＊SfM・・・Structure from Motion：ある対象を撮影した複数枚の写真から、対象の
形状を復元する技術の総称

森林GISICT
（情報通信技術）

日付 場所 項目 人数 タイム 備考

11/5

局内 フライトミッション作成 １人 15分
紙面の地図と比較
しながらGSPRO上
で作成

現地

フライトミッション確認・
試験飛行

３人

10分 撮影対象が画角に
入っているか確認

撮影写真の確認
ルート修正、再度飛行

15分 傾斜等を考慮して
飛行高度等修正

局内 Metashape上でオルソ画像作成
（自動）

１人 ３時間 １つの区画を解析

11/6

現地 フライト
準備

３人
3～4分

フライト中 ３～１３分
終了、写真確認 5分

局内 解析
Metashape上で
オルソ画像作成

（自動）
１人 12時間

4つの区画すべてを
一括で解析

飛行試験を通して得られた発見や反省点から、オルソ画像取得に
係るチェックリスト（別紙）を作成し、UAV自動飛行による
オルソ画像取得に必要な手順・能力を整理することができた。

DSMは白黒の濃淡で地物の標高を表している。DSMデータを活用することに
よって、地形判読・現地踏査の効率化が期待できる

A
B C

D

微地形表現地図

樹頂点抽出

造林前なら

造林後なら

エリアA
フライトタイム：
１０分３８秒

エリアB
フライトタイム：
７分３８秒

エリアC
フライトタイム：
１３分２８秒

エリアD
フライトタイム：
３分４２秒

送
電
線

民家
県道

高価なレーザー計測によらず、比較的安価なUAVを用いて取得
した空中写真を活用して、森林資源の推定、路網設計等が可能
になる。

森林管理におけるUAVの用途

計画
森林のゾーニング
間伐等の施業計画

自動飛行で設定したパラメーター
航路上オーバーラップ率：90％
航路間オーバーラップ率：60%

＊タイムは１つの区画に要した時間

事業実行
造林・保育事業の進捗・現況
把握
間伐・治山事業等の進捗把握
間伐・治山事業等の実施区域
確認
除地の把握

管理
森林巡視

少ない労働力で森林を適切に管理・経営していくには・・・

森林の資源量・面積 労働力＞
面積：14.81 ha

成果

調査
台風等被害状況
の把握

オルソ画像、３Dモデルから作業道延長や任意の区域の計測も可能
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背景

「イヌワシの生息環境を保全するための森林施業」
の経過と今後の展望

中越森林管理署では、種の保存法第４条第３項に基づき国内希少野生動植物種に法令指定され、新潟県中越地域の国有林に生
息する鳥類（イヌワシ等）を対象に定期的かつ継続的に巡視を行うことによって、対象種の生息状況を把握し、よりよい生息環
境を保全し、生息個体数の維持及び回復、繁殖成功率の向上を目指し、イヌワシ等の生息環境を保全するための森林施業に実験
的に取り組んでおり、その成果のさらなる普及・啓発に努める。

イヌワシの生息環境を保全するための森林施業

試験地（八海山国有林１６９林班）

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

今後の展望

中越森林管理署 森林技術指導官 本田 誠
新潟県イヌワシ保全研究会 代表 柳川雅文

（共生林班図）

39-41年生スギ単層
面積 ：28ha
混交歩合：N80-95
ha本数 ：ス 1,525-1,900本
ha材積 ：275-420m3

Ry ：0.77-0.93
樹高 ：12-14m
初回施業：平成15-16年
群状伐採：狩場確保と大木育成

10×30m 2個 15×30m 3個
10×50m 3個 15×50m 2個
20×40m 5個 計15個

間伐：目的＝保育と生物多様性
1伐3残 19ha 定性 9ha

② 群状伐採と間伐① 密生した人工林 ③ 群状伐採地増設 ④ 大木の自然倒木による
狩場形成

（基本計画）

ノウサギ・食肉目に配慮した森林施業

イヌワシ・ノウサギ・食肉目に配慮した森林管理

・ノウサギは積雪期（産卵～孵化期）のイヌワシの主食

・イヌワシは昼間ノウサギが就塒中に狩りを行う

・林齢の平準化を目標に一定の面積の伐採および植林、または
萌芽更新を繰り返す

・山地の老齢広葉樹をお手本に群状択伐や小面積皆伐によって
様々な高さの木々からなる林分構成に誘導

・これまで試験林の検証結果については、局の林業技術発表会やH25のイヌワシ保全
シンポジウムの開催などにより広く普及・啓発

・また、H29に「イヌワシ等の保全を考慮した森林施業等の指針」を作成、公表

・併せて右図の共生林班図を各市町と共有し理解を深める

•

地産地消とモ
ニタリングで
利用幅を管理

除・間伐では適度に
低木・つるを保存広葉樹林を含む施業で

生物多様性を確保

・地域に応じた帯状伐採や広葉樹林施業も検討

・さらに科学的見地を積み重ね、森林計画等に反映

調査地位置図

・ノウサギは食肉目の足跡の
ない未立木地を好み、食肉目
の足跡のある天然林および食
肉目の足跡と関わりなく人工
林を忌避する

日中はねぐら入り 林間ギャップのねぐら

全国のイヌワシの生息数はおよそ２００ペアと推測され
ていますが、このうち新潟県内におよそ３５ペア、中越地
域にはおよそ１３ペア程度生息していると推測されます。

中越地域は、全国的にみても高密度でイヌワシが生息し
ている貴重なエリアといえます。しかし、新潟県内をはじ
め全国のイヌワシの個体数は減少の一途をたどっています。

そこで、中越森林管理署では生息個体数の維持及び回復、
繁殖成功率の向上を目指し、イヌワシの生息環境を保全す
るための森林施業に実験的に取り組むと共に、その成果の
発表や検討会、シンポジウム等を開催し広く啓発してきま
した。

また、平成２９年度には「イヌワシ等の保全を考慮した
森林施業等の指針」を公表しています。

目的

水無川上空を飛行するイヌワシ イヌワシが飛び込んだ
群状伐採プロット 林齢平準化で

伐採空間を常に確保
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令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

大 日 沢 | 静岡県 駿東郡 小山町 須走 木ノ根坂国有林

2.背景

6.今後の予定

平成30年3月豪雨災害（大日沢）における復旧について
静岡森林管理署 治山グループ 伊藤彰伸

1.目的

平成30年3月5日、大日沢で大規模土石流が発生!

Gから3 .6 m(袖先 )の とこにつな がる

流出

左岸

右岸

法尻
→方向　法尻ま で3m

1- 3 8は 1 -3 9 から1 -3 7 方向に -1 .5 m/ 2. 0m

L5

T P2 B

1-311-32

国有林

495林班

木ノ根坂国有林495林班外
静岡県駿東郡小山町

1:1,000

平　面　図

静岡森林管理署関東森林管理局

1 3
5
0

4

3
2

BP

縮　　尺

施 行 地

設 計 者

工 事 名

図 面 名

年　　度

製 図 者

図面番号

19
18

17

16

14'
13

12

11

10

8

7

1 3
0
0

1
2
50

1-1

1-25

EL=1351.46
BM1

17
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Ｉ
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士
公
園
線

AS

至
 富

士
登
山
道

(須
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口
)

国有林
491林班

20

26

TP2

EL=1222.08
BM1

10

1-29
1-30

1-39

1-37

1-36

1-35

1-34

1-33

TP3EL=1247.45
BM2

11

12

13

16

23

24

25

9
87'

8'

490林班

国有林 496林班

22

495林班

民有地

9

14
15

TP4

TP5

TP6

TP7

TP8

11'

21

23

24

25

30
29

27
28

作
業
道

嵩上げ谷止工

(昭和45年度施工)

土砂流れ

砂防ダム

(下部埋没)

砂防ダム
砂防ダム

砂防ダム

(昭和57年度施工)

露出部

TP3

5-2

4-1

6-1

7-2

3-3

2-2

TP1

1-22
1-23

24-1

1-5

8-1

8-8

11-1

11-16

13-0

15-0

18-1

20-1

20-11

22-0'

22-13

EL=1371.69
BM3

EL=1381.87
BM4

EL=1390.42
BM5

EL=1261.23
BM2

第1号副堤工(鋼製枠)
L=31.0m H=5.0m W=42.6t

第1号水叩工(鋼製枠)

L=10.4m H=1.5m W=35.4t
第1号側壁工(鋼製枠)

L=10.8m H=3.5m W=10.3t

ほ

は

は

ほ

い1

ろ

ろ

3

第5号鋼製枠床固工
※右岸袖部を残して被災

8,9

第1号鋼製枠床固工

※両岸袖部を残して被災

8,9

鋼製(バットレス)床固工

※右岸袖部を残して被災

43

第2号鋼製枠床固工
※右岸袖部を残して被災

10

第3号鋼製枠床固工
※右岸袖部を残して被災

8,9

第4号鋼製枠床固工
※右岸袖部を残して被災

10

取壊し･撤去

第1号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)
L=100.0m H=10.0m V=3,370.7m

取壊し･撤去

第4号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

第2号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

第3号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

L=81.5m H=5.5m V=1,470.5m3

L=82.5m H=7.0m V=1,893.2m3

L=63.0m H=6.5m V=1,408.8m3

3

3

3

第1号護岸工(鋼製枠)

L=30.2m H=3.0m W=11.2t

第2号護岸工(鋼製枠)
L=34.0m H=3.5m W=16.0t

第7号鋼製枠床固工
※左岸袖部を残して被災

第8号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)
L=47.0m H=9.5m V=1,754.0m

第7号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

第6号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

第5号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)
L=53.5m H=7.0m V=1,290.2m

L=44.0m H=7.0m V=1,111.0m

L=35.5m H=6.0m V=706.1m

3

い1

い2

い2

イ沢

へ

へ

い1
イ沢 い

い

イ岩

嵩上谷止工(コンクリート)
L=49.0m H=8.0m V=623.9m3

谷止工(コンクリート)45

※右岸一部袖抜け

3
第9号谷止工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

L=54.0m H=10.0m V=3,686.7m

3
第4号護岸工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

L=62.0m H=10.0m V=3,817.8m

1-28

1-10

1-7

3

第5号護岸工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

L=85.0m H=10.0m V=5,196.7m

第1号導流堤(盛土構造)
L=77.0m

第2号導流堤(盛土構造)

L=230.0m
床固工(ブロック)不明

※埋没

14

1 3
- 7

13
-8

13 -9

1
3 -1 0

13 -
1 1

1 3- 1
2

1 5
- 10

1
5- 1
1

1 5
- 12

1
5 -1 3

15-
14

第3号護岸工(鋼製枠)

L=28.5m H=3.0m W=10.6t

第3号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)
L=82.5m H=7.0m V=1,893.2m

第4号床固工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

L=63.0m H=6.5m V=1,245.6m

凡　　　　例

既  　設　  工

将  来  計  画

当　年　度　工

他 所 管 施 工

谷止工(ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ型)

副 堤 工(鋼製枠)

側 壁 工(鋼製枠)

水 叩 工(鋼製枠)

導流堤(盛土構造) B.M.

小　　班　　界

国　有　林　界

林　　班　　界

木　　柵　　工

第9号副堤工(鋼製枠)
L=64.2m H=3.0m W=61.8t

第9号水叩工(鋼製枠)
L=10.0m H=1.9m W=67.0t

第9号側壁工(鋼製枠)

L=10.6m H=4.0m W=10.3t

取壊し･撤去

取壊し･撤去

取壊し･撤去

取壊し･撤去

8,9

5.現在

治山事業による大日沢の渓流と森林の一体的な復旧

下流の東富士演習場内で男性２名が死亡した他、県道２ヶ月通行止

発 生 源｜大日沢支流の渓谷（標高1400～1600m区間）

原 因｜降雨と融雪水による多量の水の渓谷への流入

緊急ヘリ調査

ヘリによる、被害状況の把握と発生源の確認を実施

3. 調査及び実施設計

詳細な調査及び検討委員会による復旧計画の樹立

委託事業による詳細調査を基に、
専門家による検討委員会を開催。

意見を集約し、復旧計画における
方針から工法の決定までを実施。

（２）工種の決定

本流下流部に谷止工2基、支流中流部には床固工8基を計画

（３）工法の決定

４つの工法を８観点から比較し、ソイルセメント工法に決定!

パイピング対策
基礎地盤がスコリア層のため、パイピングが発生しやすい
※パイピング｜地盤に水道ができパイプ状の穴があく現象

堤高10m以上のダムには副堤及び水叩き、その他ダムにも

水叩きを併せて施工

地盤改良の実施
スコリア地質は地盤支持力が小さいため、地盤改良が必要

工法は現地発生土が利用可能で、設備等が床固工との併用

可能な浅層改良工法（ソイルセメント）を選択

●

●

●

●

（１）方針の決定

不安定土砂の侵食・拡散防止と、流下土砂の軽減

現地スコリア土壌特性に配慮し、融雪水を考慮

下流域の保全対象保護のため、流木対策も検討

工種は、現地不安定土砂の利用・整理が可能なものを選択

※スコリア｜噴火によりマグマが発泡した多孔質状のもの
透水性が高い他、密度が小さく軽量

第1号床固工（及び水叩・側壁・副堤工）

第8号床固工
（及び水叩工）

下流には国道、道の駅、水道施設など保全対象多数存在

9

12

15

14

コンクリート工法

鋼製枠工法

円形セル工法

ソイルセメント工法

経済性

施工性

土石流
対応透水性

耐久性

地盤
追従性

景観性

土砂
整理

総合評価点

●

●

現地土砂を中詰材として利用でき、軟弱なスコリア地質に適している

点数では円形セルに及ばないが、経済性が最も高い

ソイルセメント工法選定理由

30年9月から工事着手し、元年8月床固工2基が完成

2年は床固1基･谷止1基を施工し事業完了は6年を予定

土石流を加味した荷重・水量での断面決定

床固工は全土圧、谷止工は全水圧とし、両者の越流部と袖部

には土石流も加味した荷重条件とする

越流水は、治山技術基準の洪水流量と災害時（雨量+融雪

水)流量を比較した最大の流量条件とする

4.設計における検討

静岡新聞3月6日

現地の状況を踏まえた設計条件を検討

第3号

第2号
第4号

第5号
第6号

第7号
第8号

第1号

第9号

100m

第1号床固工

第10号
嵩上

土石流

シロナガスクジラ 全長33m
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森林放射性物質汚染対策センターの取組
～旧避難指示区域における林業再生のための実証事業を中心として～

東京電力福島第一原子力発電所の事故から８年が経過する中、福島
県では避難指示区域が漸次解除され、住民の帰還が進みつつあり、
徐々に森林施業の再開が進み、本格的な林業の再開と木材供給の増
加が見込まれる。

国有林においても、避難指示が解除された地域から森林整備等を円
滑に再開できるよう、放射性物質に対する課題に対応した具体的な施業
の方法等を検討し、確立することとしている。

本事業では、国有林内の森林の放射性物質汚染状況を把握した上で、
間伐及び主伐を行い、放射性物質の流出・拡散防止対策、森林施業に
おける放射性物質汚染対策等の検討及び木材流通の可能性、課題等
について検討し、必要な知見を得ることを目的とする。

関東森林管理局 森林放射性物質汚染対策センター

事業地

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

①施業前後の空間線量率の測定

取組のポイント

②放射性物質の流出・拡散防止対策（効果）

③作業者の被ばく低減対策（効果）

④森林施業及び伐採木の流通販売

⑤伐採木の剥皮方法等の検証

実証事業地の概要

南相馬市事業地

①【空間線量率測定調査】
30mメッシュ定点サーベイ、GPS測位システムと連動した歩行サーベイを行い、
その結果を比較検証。

⑤【放射性物質濃度が高い伐採木の剥皮】
高性能林業機械等を使用した伐採木の剥皮を実施し、剥皮に係る
功程やコスト調査等を行い、その効果を検証。

30mメッシュ定点サーベイ結果歩行サーベイ結果

②【放射性物質の流出・拡散防止対策】
森林内において放射性物質の大半が落葉層を含む土壌表層に分布している状況から、表土や落葉等
の流出拡散を防ぐための対策の実施と効果を検証。

表土流出拡散防止・空間線量低減対策

ウォーターサンプラ 土砂受け箱チップによる被覆工丸太筋工

効果の検証

④【伐採木の流通販売】
伐採木の放射性濃度を測定し、国有林では初となる旧避難指示
区域内から市場へ木材を出荷。

①立木状態

表面計数率測定による推定

②玉切り状態

Ge検出器による濃度測定

③市場

全木検査機
による検査

④落札販売

市場の協力
により販売

③【作業者の被ばく低減対策】
作業者の被ばく低減に有効とされる、
高性能林業機械を活用した作業システ
ムにより実施し、その効果を検証。

剥皮前後の材表面放射性物質濃度

・剥皮前（樹皮）の平均値

634Bq/kg-wet

・剥皮後（辺材）の平均値

57Bq/kg-wet高圧洗浄機プロセッサ

背景・目的

計908測点 計155測点（30m毎の測定点）

取組の結果
①メッシュ内の空間線量率をグラデーション化（IDW内挿法）し、定点サーベイと歩行サーベイの空間線量率測定結果の一致を確認。
②渓流水の放射性物質濃度はわずか、または検出限界値以下であることを確認。土砂受け箱による土砂の移動は確認できなかった。
③高性能林業機械等を活用することで、作業時間の短縮による被ばく量の減少、キャビンの遮へい効果による被ばく量の減少を確認。
④伐採木の推定濃度、実測濃度のいずれも福島県民有林の伐採木搬出指針である6,400Bq/kgを下回ることなどを確認し、市場へ出荷・販売。
⑤剥皮による放射性物質濃度の減少を確認。剥皮した樹皮を使用した被覆工では、空間線量率、土壌の放射性物質濃度等に特に変化はなかった。

歩行サーベイ結果と一致

ハーベスタ 各事業地における主な作業種の個人被ばく線量率

避難指示区域の概念図（平成31年4月10日現在）

調査の概要

17%低減

15%低減

30%低減

31%低減

24%低減

高性能林業機械等のキャビン
等による遮蔽効果が大きい

被
ば
く
量
(µ
S
v/
h
)

丸太伏工

飯舘村事業地

川俣町事業地

葛尾村事業地

田村市事業地

大熊町事業地

富岡町事業地

楢葉町事業地

川内村事業地

Administrator
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あれから２年、当時の若手職員も他署等に配
置換えとなり、調査箇所の検証も出来ないの
で、若手に成り代わりあらためて現地を調査し
省力化の調査を行いました。また、署主催の「下
刈省力化現地検討会」での事業体の意見及び
転勤された当時調査した職員等に再調査した
データからアンケートを行い意見をまとめてみま
した。

【調査地：左から筋刈区・省略区・全刈区】

平成29年度及び平成30年度に3年
目及び4年目の下刈を省力化したス
ギ造林地において、全刈区、筋刈
区、省略区の2年後のスギの成長
量を調査。また、偏心等の異常がな
いか確認した。

下 刈 実 施 年

H27 H28 H29 H30 R1 回数

3

下刈面積と下刈経費の推移

福島森林管理署白河支署
業務グループ山浦 洋治

ｈa

0
50

100
150
200
250
300
350
400

1 2 3 4 5 6

cm

筋刈区 省略区 全刈区

H 29 R １

F：H29春、3年目に樹高は

150cmを超え、それ以上になる
下草が多いとは考えられない
ため、3年目以降の下刈りは省
略可能であると考える。また地
拵直後である一年目も省略を
検討すべき。結果2年目のみ
実行を基本にできないかと考
える。地勢や下草の植生によ
り状況は変わるため、現地確
認を実施し、1年目と3年目実
行など、フレキシブルに対応す
る必要がある。

O社：1から２年生の苗
木は上に育ちにくいの
で、上に伸びだす３年
生までの３年間は下刈
を実施することを要
望。

S：省略した成長
量の差は、５年目
の最後には多少
の差が出るがほ
ぼ変わらない。成
長が上だけで木
があまり太らない
ようになってくる
恐れ。さまざまな
林地の箇所毎に
成長が良くない箇
所もあるので、成
長不良の箇所に
ついては、上記の
調査箇所よりは
省略箇所の差が
出てくると思う。

H29.5.31及び
R1.10.30の各調査
区平均樹高樹高
（高さは各調査区
とも2倍以上に）。
偏心等の異常も見
られなかった。

N：下刈を省略し
ても樹高成長に
はほとんど変化は
ないのである程度
の期間を得たら下
刈は省略しても大
丈夫だと思う。た
だ様々な箇所で
状況が変わると
思うので省略を始
める時期が重要
だと考える。

M社：スギ及びヒノキの新植
が主であるが、カラマツといっ
た成長の早い樹種を植えるこ
とにより下刈を省略してはどう
か。植付に当たり、小班全て
に植付するのでなく、尾根や
沢などは省いても良いのでな
いか。

2000

4000

6000

8000

10000

100

200

300

400

500

600

27 28 29 30 1 2 3 4 5

面積 経費

万円

前年省略箇所の下刈

R1.8.6に請負事業体5社及
び当署職員合計33名参加
により下刈省略箇所にて
現地検討会を開催。活発
な意見交換をおこなった。

O社：下刈省略後
翌年の下刈の植
生密度は「中」で
はない。

O.M社：「クマイチゴ」の
ような棘のある木は、来
年は今の倍以上の大き
さになり２段～３段刈り
をしないと地面に安定さ
せることは出来ないこと
から作業効率は２倍に
も３倍にもなる。

S：これからの森林整備は必要最低
限度の保育作業しか行えないと思
う。従来の考え方に囚われず経費
を削減出来る所は見直していく。

N：毎年同じように経費削減をしていくのでな
くどの部分を削減していくかを常に検討して
いく必要があると思う。

F：人件費と事業面積は増加傾向にあ
り、当然必要経費も増加していく。経費
削減にむけた取り組みは喫緊の課題
であり、検討を重ねていく必要があると
感じた。

主伐後

前年省略箇所の下刈

いろいろ：単価安い！

H 29年 ドローンにて撮影

若手職員は、「植栽木が一年でどの程度成長するのか。」、「どのような
雑草木があるのか。」観察する機会がありませんでした。そこで白河支署
では平成29年度、ＯＪＴの一環として下刈を省略する箇所を現地調査し下
刈省力化の検証しました。また下刈作業に関わる経費も調査しコストの削
減の必要性を職員間で共有し、機会を通じ様々な場で結果を発信してき
ました。この一連の取り組みを「平成29年度関東森林管理局 「森林・林業
技術等交流発表会」で発表もしてきました。

１）下刈の有無、方法による樹高成長への影響はほぼなかった。
２）草本類は６月から７月に大きく成長するが９月以降衰退して
え枯れていく。スギは調査を終了した11月まで伸びた。
３）ドローンを使用しプロットを上空から撮影した結果、どの部分
えに雑草木が繁茂しているのかを判断することが出来た。
４）労賃の増加により、請負経費を平成２４年度ベースまで下げ
えるには、下刈５回は１回に出来ないか。

５）立木販売価格が120万円/ha程度なので、黒字にするには下
え刈以外についても低コスト化が必要。

・主伐後の再造林
・人手不足
・変わらない作業環境
・下刈コストの増加

・木材利用の多様化

・積極的な対応と次の対策を進める。

・難しい課題だが避けて通れない。
・林地を見る目を養い省略の判断をす
る。
・場所による冬下刈など試験しては。
・伐採面積を小さくし木陰を作って。

当署では、分収林の主伐期が
ピークでこのまま推移すれば、
年間５００haの下刈作業と、１億
円もの予算を必要とする。事業
体は、６月から11月もの間、下
刈作業に従事している。あらた
めて、省力化による労働力と経
費の低コスト化について、職員
及び事業体からも聞き取り今後
の対応を検討。
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【取組事例】外来植物駆除

小笠原諸島世界自然遺産地域における
外来種駆除後の天然更新補助作業の取組のその後

外来植物の駆除後、外来植物の再侵入を抑え、
在来植生への転換を速やかに進行させる

しかし、事業対象地には厳しい条件や複数の課題が。
在来植物の更新を助けるために事業では何が出来るのか

国有林では、固有森林生態系修復事業（以下「修復事
業」という。）を実施し、在来植物の天然更新の補助
を目的とし、外来植物駆除の取組を実施。

外来植物の成長や更新速度が速いため、修復事業では、
速やかな在来植物の修復を目的に、平成22年度から父
島列島の兄島や弟島などで植栽、播種の取組を開始。

小笠原諸島森林生態系保全センター
角﨑和夫

一般社団法人日本森林技術協会
村尾未奈・前澤潤

令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

小笠原ならではの厳しい条件

植栽にかかるリスクの最小化は必須

・天然物の持ち込みはNG →非意図的導入の回避
・植栽する個体は現地調達 →遺伝子攪乱の回避

兄島滝之浦ならではの厳しい環境

・無人島のため船でしか渡れない（事業期間限定）
・暑く乾燥した気候で、夏季は40℃近くなる
・雨が降れば、一気に冠水して濁流が出来る
・外来ネズミが生息している
・シチヘンゲの繁茂が著しく、すぐに被圧される

外来植物駆除は根気よく継続する＆
植栽は播種と移植を組み合わせて持続的に！

【成功のためには試行錯誤は必要】
外来植物は定期的な管理が必要 →諦めず丁寧に排除
植付技術の確立と計画的な播種 →高い生産性と生残率

背景

小笠原諸島

試験地 小笠原諸島（世界遺産地域・特別保護地区）
兄島国有林 滝之浦地区

兄島台地上への主要な玄関口。兄島は過去に土地
利用もあったが現在無人島である。モモタマナ等
の海岸植生に加え、シチヘンゲ群落、センダング
サ類やギンネムの繁茂が著しい。

シチヘンゲ群落

（外来種）

ハマゴウ群落

（在来種）

モモタマナ－ハスノハギリ群落
兄島

国土地理院電子国土
WEBより引用

【取組事例】在来植物の植栽・播種

小笠原諸島は平成23年6月に世界自然遺産に登録
IUCNから外来種対策の継続を求められる

小笠原諸島自然遺産地域では、固有陸産貝類を捕食するウズムシ類の
侵入や、侵略性の高い外来植物の持ち込み、園芸種による遺伝子攪乱等
で貴重な森林生態系が脅かされないよう、科学委員会で定められた植栽
のガイドラインに従って事業を実施している。

【被陰下で育成した山取り苗の植栽】
天然更新した山取り実生を沢近くの日陰の環境下に仮植養生した事例。

苗は水分環境が良好のため枯死しないが、その分根張りが悪いため、乾燥
に弱く、多くが夏季に枯死した。山取り苗を健全に育てるには、適度な湿
度と照度がある場所で養生することが必要。

【苗木のネズミ被害と対策】
植栽地にネズミが生息している場合は、種子も

苗木も食害を受ける。特に干ばつ時にネズミ食害が
増大し、トリカルネットを被せても食い破られるた
め、ステンレス網など強度の高いネットが必要。

様々な失敗と成功を繰り返して、現在は植栽木の高い生残率
を維持しており、海岸林の再生に向けて少しずつ範囲を拡大し
ている。本試験地で得られた知見を以下に整理した。

シチヘンゲ群落の駆除
大面積を占めるシチヘンゲは成長速度が低下する
秋～冬に管理出来る程度の広さで面的駆除し、根株
に薬剤塗布や注入を行う。駆除個体の残材は除去し、
リターや枯草を熊手で敷き均し、地面にマルチング
する。この後、実生更新・再生したシチヘンゲは定
期的に駆除し、低密度化～部分根絶させる。

→ここを植栽地とする！

【これまでの取組】失敗事例
【部分的なシチヘンゲ駆除】
シチヘンゲは成長するとつる植物のように主幹が

這うように拡大する。そのため、坪刈りのように苗
木周囲だけを駆除しても、周辺の残存個体が即時に
空間を埋めてしまい、植栽苗が被圧枯死する。

シチヘンゲ以外の脅威も・・・
ギンネムが存在する場合は、種子を供給する母樹
を早期に駆除し、その後更新する稚樹は繁殖サイズ
になる前に定期的な駆除を継続する。センダングサ
等の作業者が種子を散布するリスクが高い植物が存
在する場合は、丁寧かつ優先的に駆除する。

現地採取種子の播種とその消長
山取り苗は十分な数量を準備することが難しいが、海岸構成種の１つで

あるモモタマナの種子は毎年大量に結実するため、苗木作りに活用した。
下表は2018年11月に播種したモモタマナの発芽率と生残率である。雨

が多く、気温が高い場合は1～2ヶ月で発芽する。発芽率は20％弱ではあ
るが、発芽後の生存率は高い。山取り苗は数量や均質な苗を確保するのが
難しいが、播種からの育成苗は活着率が高く、数量の確保が可能であり、
持続的な植生回復に適している。

数量 記録 備考

播種数 110粒 2018年11月

発芽個体数 20本 2019年1月 発芽率18.2%

生残個体数 17本 2019年12月 生残率85.0%

移植した苗木の成長と干ばつの影響
2016年に山取り苗を移植した個体を2017

年、2019年に樹高の追跡調査を行った結果
を以下に示す（2018年は未計測）。植付時
は灌水を十分にして活着を図った。2018年
の夏～翌春にかけて記録的大干ばつがあり、
植栽木の成長も停滞したが、枯死木は数本
のみで、2年後には成長の回復が見られた。
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ｷﾞﾝﾈﾑやｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ
の駆除状況

ｼﾁﾍﾝｹﾞの駆除状況

根株への薬剤注入状況

2019年12月の植栽地の状況

人が埋まるぐらいに繁茂する
シチヘンゲとセンダングサ

ネズミに食い破られたトリカ
ルネット（弟島の事例）

ﾓﾓﾀﾏﾅ種子の浸水処理後 軽く覆土して播種 地表部はマルチング

成長した苗木(2019.12）

大雨で冠水する滝之浦

作業時は和船で移動

取組
箇所
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現状と課題

近年、用材や木質バイオマスとして利用でき、初期の樹高成長が優れ、伐期までの期間が短い早生樹が新たな造林樹種として
林業関係者の中で関心が高まっています。なかでもコウヨウザン（ヒノキ科針葉樹）が注目されています。コウヨウザンは中国
南部や台湾が原産で成長が早く材質が良いという特徴をもった樹木で、西日本では植栽試験や利用方法についての試験が進んで
いますが、東日本では植栽事例も少なく植栽試験はあまり進んでいません。
そこで、利根沼田森林管理署と群馬県林業試験場は、共同で群馬県北部地域の気候、地理的条件でコウヨウザンがどのような

成長をするのか植栽試験地を設定しました。

実生１年生裸苗
（20cm以上）

植栽したコウヨウザンの苗木

○苗木は広島県樹苗農業協同組合（尾道市、東広島市、三次市）から購入

実生２年生裸苗
（30cm以上）

実生２年生ｺﾝﾃﾅ苗
（30～50cm）小

実生２年生ｺﾝﾃﾅ苗
（50cm以上）大

植栽地概要
○植栽地 沼田市利根町穴原字高芝

国有林111イ林小班
○植栽日 令和元年１０月３０日
○標 高 約860ｍ
○斜面方位 南西
○植栽苗木（コウヨウザン）
・実生１年生 裸苗 １００本
・実生２年生 裸苗 １００本
・実生２年生 コンテナ苗（小）１００本
・実生２年生 コンテナ苗（大）１００本
○対照苗木（スギ）
・スギ実生２年生 裸苗 ５０本
・スギ実生２年生 コンテナ苗 ５０本

コウヨウザンの普及啓発

令和元年11月に県内の林業関係者を対象に
植栽現地検討会を開催しました。
当日は、試験地の概要や植栽したコウヨウ

ザンの説明をした後、実際にコウヨウザンを
手にとってもらい植栽体験を行いました。
また、獣害対策として林業試験場が考案し

た、ワイヤーメッシュ（金網）と結束バンド
を使用した単木柵の設置体験も行いました。

参加者による植栽体験

今後の検証と課題

○本県北部での秋植えにおけるコウヨウザンの活着・成長量調査、病虫害などの経過観察及びスギ山行き苗木との比較
○スギやヒノキに代わる、本県に適した造林樹種としての有望な早生樹の探索、増殖や育苗技術及び造林技術の開発

【お問い合わせ】
林野庁関東森林管理局利根沼田森林管理署
℡0278-24-5535
群馬県林業試験場 森林科学係
℡027-373-2300

期待される効果

○本県に適した新たな造林樹種の選択肢が広がる
○伐採までの期間が短く、生産コストを下げられる
○林業の成長産業化や地球温暖化森林吸収源対策に貢献できる（SDGsの達成）

早生樹「コウヨウザン」の現地植栽試験

植栽地への植栽（唐鍬・ﾃﾞｨﾌﾟﾙを使用）植栽木には獣害対策として資材を設置

試験地や植栽木の説明
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単木柵の設置体験

植栽時の苗木規格

規格別平均比較苗高（形状比）

コウヨウザンとは
中国の代表的な造林樹種で、日本には江戸

時代後期に移入されたと言われています。成
長が早く、切り株から萌芽枝が再生（萌芽更
新）するため再造林が不要です。そのため、
再造林コストの大幅な縮減が期待できます。
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※図中のエラーバーは各規格の最大値最小値を示す

現地検討会の状況
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●成長量・被害調査

令和元年5月
各プロットで
地際直径と苗高を計測。
雪害・獣害状況をチェック。
R2,R3も5月に実施予定

計測の様子→

※光環境調査AとBは目的が異なる
A→上層木スギ伐採前後の林内開空度比較・・既に終了

B→下層木ヒノキアスナロの成長と開空度の相関関係・・今後の調査対象
各プロットの中央・計7箇所で開空度を測定（令和元年度は6,7月に実施）

Check point

樹下植栽のため、
苗木の配置が不規則

プロット内の配置図を作成。
今後の調査効率化を狙う

Aの結果
H28年設定の撮影地点15点
（現在のプロットとは異なる）

うち9点について、
H28年10月13日（伐採前）

↕
H30年10月15日（伐採後）

比較したところ、
開空度は平均で

19.1%→24.9%に上昇
・両撮影日の
気象条件の違いによる系統誤差

・二値化作業時に
解析者間で生じる偶然誤差

が大きいと思料。

一目盛り：開空度10％

技術開発課題「クマ剥ぎ被害箇所でのヒノキアスナロ複層林への誘導」
４年目時点での報告

令和元年度 関東森林管理局 森林・林業技術等交流発表会 ポスター発表

下越森林管理署 業務グループ
主 事 山名 一得

〇下越署管内・・・県内有数のクマ剥ぎ激害地
→テープ巻き等の対症療法だけでなく、

抜本的な対策手法開発の必要性あり

〇県内クマ剥ぎ被害地域において、
被害が見られないヒノキアスナロ林の実例

〇クマ剥ぎ被害地におけるスギの代替樹種として、
ヒノキアスナロが適しているのではないか？

●今後の課題・計画
①成長量調査・光環境調査（B)
ヒノキアスナロの成長特性を把握

→必要に応じて保育を実施
→保育の有無と成長状況の関係を調査

②光環境調査
誤差低減のため、実施体制の改善を図る

③ヒノキアスナロの成長状況に応じて
→クマ剥ぎ被害状況を評価

背景・目的

試験地

調 査 内 容

ヒノキアスナロの耐陰性を活かし、
クマ剥ぎ被害地伐採後に樹下植栽

スギからヒノキアスナロへ
複層林化・樹種転換のモデルケース足るを期待

新潟県東蒲原郡阿賀町
古岐山国有林

207る1・る2林小班
面積3.01ha/標高220～260m

210お1林小班
面積0.59ha/標高290ｍ

●試験地の設計・林内状況

調査プロット
7箇所設定

P1～P5
20m×20m

・択伐箇所

P6,P7
10m×20m

・帯状皆伐箇所

結果：現在のところ目立った獣害・雪害は無し

年度 作業実績

H28 〇ヒノキアスナロ苗木発注 〇スギ保残木にテープ巻き
〇光環境調査（A）

H29 〇スギ伐採（択伐箇所ではクマ剥ぎ被害木を選択的に伐採）
H30 〇ヒノキアスナロ植付 〇光環境調査（A）

R1 〇成長量調査 〇獣害調査(ウサギ・ネズミ等)
〇雪害調査 〇光環境調査（B）

全天空写真 ⇒ 白黒二値化
解析にはフリーソフト「CanopOn2」を使用

●光環境調査

相関

旧撮影地点
る2D
伐採前
H28.10.13
開空度17.3%

伐採後
H30.10.15
開空度32.6%
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令和元年度 関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会 
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 大嘗宮施設へのスギ皮付き丸太の販売 

 天竜森林管理署 服部忠博 

 棚倉森林管理署管内国有林におけるセンサーカメラを利用したニホンジカ生息状況

調査の経過報告 

 棚倉森林管理署 山﨑朱莉 

 カラマツ低密度植栽試験 
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